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こ
れ
か
ら
、
本
格
的
な
梅
雨
・
台
風
の
時
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
前
線
や
台
風
の
影
響
で
毎
年
の
よ
う
に
大
雨
に
見
舞
わ
れ
、
各
地

で
は
深
刻
な
土
砂
災
害
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
雨
に
加
え
、
暴
風
を
伴
う
大
雨
、
高
潮
や
突
風
な
ど
に
よ
り
大

き
な
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

大
雨
・
台
風
な
ど
の
風
水
害
は
あ
る
程
度
発
生
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
落
ち
着
い
て

行
動
で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
心
構
え
と
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
危
険
が
せ
ま
っ
た
ら
早
め
の
避
難
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

事
前
の
準
備
が
災
害
の
防
止
に
役

立
ち
ま
す
。

　

家
族
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
地
域

ぐ
る
み
で
避
難
訓
練
な
ど
を
実
施

し
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
普
段
か
ら

確
か
め
、
準
備
を
行
い
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

 

・�

家
族
一
人
ひ
と
り
の
役
割
分
担
や

連
絡
方
法
を
確
認

 

・�

雨
戸
や
屋
根
な
ど
家
屋
の
点
検
、

自
宅
周
辺
の
側
溝
や
排
水
溝
の
掃

除

 

・�

近
所
に
ど
の
よ
う
な
危
険
な
場
所

が
あ
る
か
点
検

 

・�

強
風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も
の
が

な
い
か
、
屋
外
の
設
置
物
の
確
認

 

・�

緊
急
時
の
避
難
場
所
と
避
難
経
路

の
確
認

 

・�

非
常
持
出
品
の
準
備
（
事
前
に
扱

い
に
慣
れ
て
お
く
。）

 

・
自
主
防
災
組
織
に
参
加

　

最
新
の
気
象
情
報
や
が
け
崩
れ
な

ど
の
前
兆
現
象
に
注
意
し
て
、
自
主

的
に
早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

 

・�

テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
気
象
情
報
（
大
雨
警
報
、
洪

水
警
報
、
暴
風
警
報
な
ど
）
へ
の

注
意

 
・�
湧
き
水
や
斜
面
の
亀
裂
な
ど
土
砂

災
害
の
前
兆
現
象
を
発
見
し
た

ら
、
自
主
的
に
避
難
（
い
つ
も
と

違
う
現
象
を
見
か
け
た
ら
、
市
役

所
や
防
災
関
係
機
関
へ
の
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。）

 

・�

お
年
寄
り
や
子
ど
も
、
病
気
や
ケ

ガ
な
ど
で
体
の
不
自
由
な
方
が
い

る
家
庭
で
は
、
早
め
に
避
難
し
、

こ
れ
ら
の
方
々
に
は
、
家
族
だ
け

で
は
な
く
、
近
所
の
人
も
気
配
り

を
心
が
け
、
協
力
し
て
み
ん
な
で

行
動

　

平
均
風
速
一
五
㍍
以
上
の
領
域
を

「
強
風
域
」、
平
均
風
速
二
五
㍍
以
上

の
領
域
を
「
暴
風
域
」
と
呼
び
ま
す
。

　
「
気
象
情
報
」の
中
で
、台
風
の「
大

き
さ
」
の
表
現
が
な
く
「
強
い
台
風
」

と
表
現
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
強
風

防災
梅雨・台風シーズン到来！
災害への備えは大丈夫？

大
雨
・
台
風
が
近
づ
く
前
に
…

事
前
の
防
災
対
策
は

万
全
で
す
か
？

大
雨
・
台
風
が

近
づ
い
て
き
た
と
き
に
…

早
め
の
避
難
！

域
の
半
径
は
五
〇
〇
㌔
未
満
で
、
中

心
付
近
の
最
大
風
速
は
三
三
～
四
四

㍍
未
満
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
「
大
き
さ
」
が
表
現

さ
れ
て
い
な
い
台
風
で
あ
っ
て
も
、

台
風
の
接
近
に
伴
っ
て
、
今
ま
で
穏

や
か
で
あ
っ
た
天
気
が
急
変
し
、
雨

や
風
が
急
に
強
く
な
る
こ
と
が
あ

り
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

台
風
の
大
き
さ
と
強
さ

猛烈な

非常に強い ５4ｍ/ｓ以上

強い  ４４ ～
 ５４ｍ/ｓ未満

表現しない  ３３ ～
 ４４ｍ/ｓ未満

 １７ ～
 ３３ｍ/ｓ未満

階　

級

最大風速

台風の強さの分類

強さによる呼び方 最大風速

台　風 １７ ～ ３３ｍ／ｓ未満

強い台風 ３３ ～ ４４ｍ／ｓ未満

非常に強い台風 ４４ ～ ５４ｍ／ｓ未満

猛烈な台風 ５４ｍ／ｓ以上

大きさによる呼び方 強風域（15m/s以上）の半径

台　風 ５００ｋｍ未満

大型（大きい）台風 ５００～８００ｋｍ未満

超大型（非常に大きい）台風 ８００ｋｍ以上

風　　速 被害の程度（目安）

１０ ～ １５ｍ／ｓ 傘がさせない

１５ ～ ２０ｍ／ｓ 看板やトタン板が飛びはじめる

２０ ～ ２５ｍ／ｓ 小枝が折れる

２５ ～ ３０ｍ／ｓ 瓦が飛び、テレビアンテナが倒れる

３０ｍ／ｓ ～ 雨戸が外れ、家が倒れることもある

＜風と被害について＞※風速は１０分間の平均風速

超大型
（非常に大きい）

台風の大きさの分類
（風速 １５ｍ/ｓ 以上の半径）

大型
（大きい）

表現しない

台
風
の
中
心

5００ｋｍ
8００ｋｍ

中心から
半径

５００ｋｍ
未満

中心から
半径

５００～
800ｋｍ
未満

中心から
半径

8００ｋｍ
以上
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災害時の避難場所一覧
地域 避難場所 電話番号 地域 避難場所 電話番号

東
市
来
地
域

一
次

高山地区公民館 ２７４－９８５６

伊
集
院
地
域

一
次

日置市中央公民館 ２７３－１９１９
上市来地区公民館 ２７４－３６６５ 飯牟礼児童館 ２７３－１６３２
東市来保健センター ２７４－２１１１ 土橋児童館 ２７３－９１３０
湯田地区公民館 ２７４－２８６３ 伊集院北児童館 ２７３－０７６９
伊作田地区公民館 ２７４－９８７０ 妙円寺児童館 ２７２－４５５０
皆田地区公民館体育館 ２７４－２１５２

二
次

伊集院地区公民館 ２７３－０３１５
美山小学校体育館 ２７４－２２０３ 伊集院武道館 ２７３－２１１１

二
次

上市来小学校体育館 ２７４－９３０２ 伊集院小学校体育館 ２７３－４８５２
鶴丸小学校体育館 ２７４－２１０３ 伊集院中学校体育館 ２７３－４８５１
湯田小学校体育館 ２７４－２０４３ 伊集院総合体育館 ２７３－１０３３
伊作田小学校体育館 ２７４－２７１８ 伊集院北小学校体育館 ２７３－４８５８
川原記念館 ２７４－２１１１ 伊集院北中学校体育館 ２７２－４９９６

吹
上
地
域

一
次

吹上中央公民館 ２９６－２１２４ 土橋小学校体育館 ２７３－９３３１
吹上老人福祉センター ２９６－２３９４ 土橋中学校体育館 ２７３－９２３０
藤元地区体育館 ２９６－２８９６ 飯牟礼小学校体育館 ２７３－２５８０
平鹿倉地区公民館 ２９６－２８８９ 妙円寺小学校体育館 ２７３－１８２２
永吉地区体育館 ２９７－２００５

日
吉
地
域

一
次

中区集会施設 ２９２－４３０２
坊野部消防詰所 ２９６－２１１１ 扇尾地区公民館 ２９２－４０６０
和田小学校 ２９６－２１３４ 日吉老人福祉センター ２９２－２３２１

二
次

花田小学校 ２９６－２１４９

二
次

日吉中央公民館 ２９２－２００１
野首地区公民館 ２９６－２１２７ 山田公民館 ２９２－２１１１
吹上地区公民館 ２９６－２０８３ 住吉小学校体育館 ２９２－２０２２
永吉保育所 ２９７－２５５９ 日吉総合体育館 ２９２－２０５６
吹上浜公園体育館 ２９６－３０７７ ※　二次避難所は、一次避難所で対応できない場合に開設する。

非常持出品を準備
しておきましょう！

・非常食・飲料水・懐中電灯・携帯用
ラジオ（乾電池）・救急医薬品・衣類�
・生活用品・貴重品・その他（軍手、
ライター、ロープ）など

ベランダ
鉢植えや物干し竿など飛散
の危険が高い物は室内へ。

ブロック塀
ひび割れや破損箇所は
ないか。

雨どい・雨戸
雨どいに落ち葉や土砂が詰
まっていないか。継ぎ目の
はずれや塗装のはがれ、腐
れはないか。
雨戸にガタツキやゆるみは
ないか。

側　溝
側溝のゴミや土砂を取り除き、
雨水の排水をよくしておく。

屋　根
瓦のひび、割れ、ずれ、はが
れはないか。
トタンのめくれ、はがれはな
いか。

窓ガラス
ひび割れ、窓枠のガタツキは
ないか。
強風による飛来物に備えて雨
戸を閉め、板でふさぐなどの
処置をする。

外　壁
モルタルの壁に亀裂はないか。
板壁に腐れや浮きはないか。
プロパンガスのボンベはしっ
かり固定されているか。
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市
民
一
人
ひ
と
り
が
快
適
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
市
の
職
員
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
仕
事
に
携
わ
り
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
働
い
て
い
ま

す
。「
市
の
職
員
数
は
？
」「
給
料
は
ど
れ
く
ら
い
？
」

　

今
回
は
、
そ
ん
な
声
に
答
え
る
た
め
に
、
職
員
の

給
与
や
人
数
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１　人件費の状況

３　職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額の状況

４　職員の初任給の状況（平成 ２１年４月１日現在）

２　ラスパイレス指数の状況（平成21年調査）

　市の職員には、市長や市議会議員などの「特別職」の職員と、本庁や支所などの各施設で働く「一般職」（消防・

医療職などを含む）の職員がいます。現在、これらの職員に支払われている人件費（給与や報酬など）の総額は ２０

年度普通会計決算で ２９ 億 ４，１４０ 万円、一人当たり給与費は約 ６１９ 万円となっています。

　一般行政職と技能労務職（学校主事（労務職）、給食

調理員等）、教育職の平均年齢と平均給料月額等を国と

比較すると、次のようになります。

　この指数は、国家公務員の給与水準を １００ とした場

合の地方公務員の給与水準を示す指数で、日置市は平成

２１ 年４月１日現在で ９４.２ となっています。

人件費の状況（20年度普通会計決算）
住民基本台帳人口�
（２０年度末）

歳出額�
（Ａ） 実質収支 人件費�

（Ｂ）
人件費率�
（Ｂ／Ａ）

５１，７８５人 22,648,831千円 461,871千円 4,309,941千円 19.02％

一般行政職
区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

日 置 市 ４３．８歳 ３３２，１８７円 ３８０，３８５円
鹿 児 島 県 ４４．０歳 ３３０，３８５円 ４０５，１３７円

国 ４１．５歳 ３２５，５２１円 　 － 　円
類 似 団 体 ４３．９歳 ３３８，５９２円 ３９８，３１０円

（単位：％）

団体名 指数 団体名 指数 団体名 指数
日置市 94.2 類似団体 97.1 鹿児島県 94.7
鹿児島市 101.4 南九州市 97.3 中種子町 95.7
鹿屋市 99.0 伊佐市 97.2 南種子町 97.9
枕崎市 96.4 三島村 90.5 屋久島町 98.2
阿久根市 97.8 十島村 92.3 大和村 91.0
出水市 97.5 さつま町 96.8 宇検村 92.3
指宿市 96.3 長島町 94.9 瀬戸内町 87.6
西之表市 95.3 加治木町 98.0 龍郷町 93.0
垂水市 101.1 姶良町 99.8 喜界町 92.1
薩摩川内市 98.9 蒲生町 98.2 徳之島町 85.8
曽於市 97.8 湧水町 97.1 天城町 89.2
霧島市 99.5 大崎町 94.9 伊仙町 84.8
いちき串木野市 95.5 東串良町 91.4 和泊町 88.6
南さつま市 95.7 錦江町 97.4 知名町 88.7
志布志市 96.7 南大隅町 94.6 与論町 82.3
奄美市 94.9 肝付町 97.8
（注）１　団体名は県制番号順です。
　　　２　�類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している
　　　　　団体のラスパイレス指数を単純平均したものです。

教育職
区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

日 置 市 ３８．６歳 ２８９，４７２円 ３１１，８５２円
鹿 児 島 県 ４１．３歳 ３５４，１４７円 ４２２，０２７円
類 似 団 体 ４３．８歳 ３３７，６１４円 ３６２，１８５円

（注）１　�「平均給料月額」とは、平成２１年４月１日現在における職種ごとの
職員の基本給の平均である。

　　　２　�「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、
時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、
地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。

　　　３　�「月額」は、各団体における給与減額措置後の額です。

技能労務職
区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

日 置 市 ５０．８歳 ２９５，２０８円 ３１２，５１５円
う ち 学 校 主 事 ４９．１歳 ３０１，７３３円 ３２７，６９６円
うち給食調理員 ５４．４歳 ３０７，９０９円 ３１２，７０１円
鹿 児 島 県 ４７．８歳 ３２８，４２９円 ３８４，９５４円

国 ４９．２歳 ２８５，５４８円 　 － 　円
類 似 団 体 ４８．４歳 ３１１，０５７円 ３４０，８９８円

区　　分 日置市 鹿児島県 国

一般行政職
大学卒 １６８，７５６円 １６３，５９０円 １７２，２００円
高校卒 １３７，２９８円 １３３，０９５円 １４０，１００円

（注）金額は各団体における給与減額措置後の額です。

職員給与費の状況（２０年度普通会計決算）
職員数�
（Ａ）

給　　与　　 一人当たり�
給与費�

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉�
手当

計�
（Ｂ）

４７５人 1,866,106千円 283,244千円 792,056千円 2,941,406千円 6,192千円

職員給与費の状況（２０年度公営企業会計決算）

事業 職員数�
（Ａ）

給　　与 一人当たり�
給与費�

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉�
手当

計�
（Ｂ）

水　道 16人 68,591千円 10,419千円 29,669千円 108,679千円 6,792千円

病　院 23人 97,103千円 33,196千円 38,975千円 169,274千円 7,359千円

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。
　　　２　職員数は平成２０年４月１日現在の人数です。
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５　職員手当の状況（平成 ２１ 年４月１日現在）

　職員に適用される「給料表」は、職種および仕事の難易や責

任の度合いに応じて１級から７級に区分されています。職務の

区分と級別の職員数は次のとおりです。

期末手当・勤勉手当

区　分 １人当たり平均支給額�
（20年度）

20年度支給割合

期末手当 勤勉手当

日 置 市 1,667,000円 3.00月分 1.50月分

鹿児島県 1,766,000円 3.00月分 1.45月分

国 － 3.00月分 1.50月分

部          門 職員数

普通会計�

部門

一般行政�

部門

議 会   5人
総 務 96人
税 32人

民 生 48人
衛 生 30人
農林水産 46人
商 工   7人
土 木 35人
下 水 道   5人
そ の 他 44人
計 348人

教育部門 90人
消防部門 74人
小　　計 512人

公 営 企業等�

会 計 部 門

病　　院 22人
水　　道 15人
小　　計 37人

合                 計　（H18.4.1現 在　601人 ） 549人

区　分 月            額 期末手当

市　　　長

給　料

８６２，０００ 円�
（７７５，８００ 円）

２０年度支給割合�
3.3月分�

（15％加算措置あり）
副 市 長 ６５７，０００ 円�

（６２４，１５０ 円）

教 育 長 ６３２，０００ 円�
（６００，４００ 円）

議 長

報　酬

４０４，０００ 円�
（３９１，８８０ 円）

２０年度支給割合�
3.3月分�

（15％加算措置あり）
副 議 長 ３２３，０００ 円�

（３１３，３１０ 円）

議 員 ２９９，０００ 円�
（２９０，０３０ 円）

（注）月額（　）は、減額措置[１０％～３％ ]を行った後の実質の支給額です。

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 計

標準的な�
職務内容

主事補�
（技師補）�
主　事�
（技　師）

主　任 主　査�
係　長

係　長�
主　幹

課長補佐�
参　事 課　長 部　長�

支所長

職員数 7人 19人 116人 69人 69人 32人 ８人 320人

構成比 2.2% 5.9% 36.2% 21.6% 21.6% 10.0% 2.5% 100%

扶養手当・住居手当・通勤手当
区　分 内容

扶養手当

・配偶者　 月額１３，０００円�

・配偶者がいない場合の１人目　 月額１１，０００円�

・配偶者以外の扶養親族１人につき　 月額６，５００円�

・扶養していない配偶者がいる場合の１人目　 月額６，５００円�

※満１５歳に達する日以後最初の４月１日から満２２歳に達する日以後の

最初の３月３１日までの子は、 １人につき５，０００円を加算。 �

※支給内容は、国と同じ。

住居手当

１）借家・借間居住者（上限額２７，０００円）�

　・月額家賃が２３，０００円以下の場合�

　　　月額家賃  １２，０００円�

　・月額家賃が２３，０００円を越える場合�

　　　（月額家賃－２３，０００円）×1/2＋１１，０００円�

２）持ち家居住者�

　　　月額  ２，５００円

通勤手当

２㎞以上に支給。（上限額　２４，５００円）�

　　例）　２㎞以上～３㎞未満　　２，０００円�

　　　　　以後、１㎞ごとに４００円を加算

退職手当
区　分 日置市 国

自
己
都
合

勤続２０年 ２３．５０月分 ２３．５０月分

勤続２５年 ３３．５０月分 ３３．５０月分

勤続３５年 ４７．５０月分 ４７．５０月分

最高限度額 ５９．２８月分 ５９．２８月分

勧
奨
・
定
年

勤続２０年 ３２．７６月分 ３０．５５月分

勤続２５年 ４１．３４月分 ４１．３４月分

勤続３５年 ５９．２８月分 ５９．２８月分

最高限度額 ５９．２８月分 ５９．２８月分

８　年齢別職員構成の状況（平成 ２１年４月１日現在）

９　部門別職員数の状況（平成 ２１年４月１日現在）

６　特別職の給料・報酬等の状況（平成 ２１ 年４月１日現在）

７　一般行政職の級別職員数の状況（平成 ２１ 年４月１日現在）

60歳以上

56～59

52～55

48～51

44～47

40～43

36～39

32～35

28～31

24～27

20～23

20歳未満

職員数職員数（人）

1

63

68

84

71

56

62

63

46

25

8

1
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対　象　者

　○　雇用保険の特定受給資格者　
　　　（倒産、解雇などによる離職：離職理由コード＝１１、１２、２１、２２、３１、３２）
　○　雇用保険の特定理由離職者　
　　　（雇い止めなどによる離職：離職理由コード＝２３、３３、３４）
　　　として求職者給付（基本手当など）を受ける方です。
　　　（離職理由についての詳細は、ハローワーク（公共職業安定所）にお尋ねください。）
　　※高年齢受給資格者および特例受給資格者の方は対象となりません。

軽　減　額

　○　�国民健康保険税は、前年の所得などにより算定され、軽減は、前年の給与所得をその ３０/１００ 
とみなして行います。

軽減期間

　○　離職日の翌日から翌年度末までの期間です。
　　※離職日は、「雇用保険受給資格者証」により確認します。 
　　※�国民健康保険に加入している間は途中で就職しても引き続き対象となりますが、会社の健康保

険に加入するなどにより窓口で資格喪失手続きを行い国民健康保険の資格を喪失すると終了し
ます。 

　　　�また、平成２１年３月３１日以降に離職された方は、平成２２年度に限り国民健康保険税が軽減さ
れます。（平成２１年度国民健康保険税は軽減の対象となりません。）

申請に必要なもの

　　　①対象者の雇用保険受給資格者証  　②印鑑

申請時の注意事項

　○　�特定受給資格者および特定理由離職者の方で「雇用保険受給資格者証」をお持ちでない方は申
請ができません。申請を希望する方は、ハローワークで雇用保険の手続きを行ってください。 

　○　�前年中の給与所得が確定していない場合は軽減ができません。別途、税務署への確定申告書の
提出、または市税務課への住民税申告書の提出を行っていただくようお願いします。

非自発的離職者に対する
国民健康保険税の軽減について

【お問い合わせ先】
　本　　　庁　税務課市民税係　TEL２７３-２１１１（内線 １１１３）　　日吉支所　地域振興課市民税係　TEL２９２-２１１１（内線 ３１１３）
　東市来支所　地域振興課市民税係　TEL２７４-２１１１（内線 ２１１４）　　吹上支所　地域振興課市民税係　TEL２９6-２１１１（内線 ４１１４）

　平成 ２２ 年４月から " 倒産・解雇などによる離職 "（特定受給資格者）や " 雇い止めなどによる
離職 "（特定理由離職者）をされた方の国民健康保険税について軽減措置が設けられました。
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平成２２年度自衛官等募集案内
●自衛官募集ＨＰ● http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

募集種目 資格 受付期間 試験期日 合格発表 入（校）隊

防衛大学校�
学　　　生

推薦

高卒（見込含）�
21歳未満の者

（推薦については高
等学校長の推薦等が
別途必要です。）

９月６日～９月９日 ９月25・26日 11月２日 23年４月上旬

一般
高卒（見込含）�
21歳未満の者

（自衛官は23歳未満）
９月６日～ 10月１日 １次　11月６・７日�

２次　12月14～18日
１次　12月３日�
最終　23年２月10日 23年４月上旬

防衛医科大学校�
学　　　　　生

高卒（見込含）�
21歳未満の者 ９月６日～ 10月１日 １次　10月30・31日�

２次　12月８～10日
１次　11月30日�
最終　23年２月10日 23年４月上旬

航空学生 高卒（見込含）�
21歳未満の者

８月１日～９月10日
　　　　　　　　※１

１次　９月23日�
２次　10月16～21日�
３次　11月13日�
　　　～ 12月16日

１次　10月８日�
２次（海）11月８日�
　　（空）11月４日�
最終　23年１月21日

23年３月下旬�
　　～４月上旬

看護学生 高卒（見込含）�
24歳未満の者 ９月６日～ 10月１日 １次　10月23日�

２次　11月20・21日
１次　11月４日�
最終　23年１月７日

23年３月下旬�
　　～４月上旬

一般曹候補生 18歳以上　�
　27歳未満の者

８月１日～９月10日
　　　　　　　　※１

１次　９月18日
２次　10月７～14日

１次　10月１日
最終　11月10日

23年３月下旬�
　　～４月上旬

自衛官候補生
男子 18歳以上　�

　27歳未満の者
年間を通じて行ってお
ります。　　　　※１

受付時にお知らせしま
す。　　　　　　※２

試験時にお知らせ�
します。

採用予定通知書で�
お知らせします。

女子 18歳以上　�
　27歳未満の者

８月１日～９月10日
　　　　　　　　※１ ９月26～ 29日 11月12日 23年３月下旬�

　　～４月上旬

注）１　※１�　平成 23年３月中学校・高等学校卒業予定者、中等教育学校前期課程修了予定者または中等教育学校卒業予定者の受付については、
上表にかかわらず、文部科学・厚生労働両省から示された期日以降実施します。

　　２　※２�　平成 ２３年３月高等学校卒業予定者または中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、原則として平成 ２２年９月 １６日以降に行
います。

　　３　上記は、本年度８月以降受付開始の募集案内です。年度初めには、幹部候補生の試験も実施されています。

詳しくは・・・
　【自衛隊鹿児島募集案内所】
　　０９９－２５１－７８０２（ＦＡＸ兼）、０９９－２５３－９７８１
　　HP)http://www.mod.go.jp/pco/kagoshima/
　　Mail)pco.kagoshima-area@wing.ocn.ne.jp
　【市役所総務課または各支所地域振興課】

平和を、
仕事にする。

防 衛 大 学 校 学 生
幹部自衛官を養成する学校。４年間の課程を経
て、陸・海・空の各幹部候補生学校（１年）を
卒業すると幹部になります。

１８歳以上
２１歳未満

防衛医科大学校学生
自衛隊の医師である幹部自衛官を養成する学校。
卒業後、各幹部候補生学校（６週間）で教育を受
けたうえ、医師国家試験に合格した者は、医師
免許が与えられ、幹部自衛官（２尉）になります。

１８歳以上
２１歳未満

航 空 学 生
海上・航空自衛隊のパイロット等になる幹部自
衛官養成コース。高校等卒業後、最も早くパイ
ロットになれます。視力及び聴力基準も緩和さ
れました。

１８歳以上
２１歳未満

看 護 学 生
陸上自衛隊で看護業務を行なう看護陸曹（看護
師）を養成するコース。３年間の高等看護学院
での教育の後、国家試験を受験します。

１８歳以上
２4歳未満

一 般 曹 候 補 生
曹となる自衛官を養成するコース。陸・海・空
の各部隊で経験を積み、入隊後２年９カ月経過
以降、選考により曹に昇任します。
※�幹部候補生と同時期の５月下旬に採用試験を
実施しています。

１８歳以上
２7歳未満

自 衛 官 候 補 生
採用されると自衛官候補生に任命され、３カ月
後に２等陸・海・空・士に任用されます。
陸は１年９カ月、海・空は２年９カ月の任期制
隊員のコース。継続任用も可能で、選抜試験に
合格すれば、曹へ進むこともできます。

１８歳以上
２7歳未満

コース 魅　　力 対象年齢

コース 魅　　力 対象年齢

約１年

約６週

国家試験合格
者は２尉へ

６カ月

約２年

６カ月 １年

約４年

１年

3年

１年 １年

国家試験
合格により

６カ月 ６カ月 １年９カ月以上

選考により 約４年 約１年

３カ月 ６カ月 1年

昇任試験 約４年

学生 曹長 ３尉

自衛官候補生 ２士 １士 士長 ３曹 ２曹 １曹 曹長 ３尉

卒業

卒業

昇任

昇任

昇任

昇任

昇任

昇任

昇任

入校 ４学年卒業後、曹長へ任命

６学年卒業後、曹長へ任命

２年間の基礎教育修了後、３曹へ

看護師免許取得後、２曹へ昇任

２年９カ月経過後、選考により３曹へ 幹部候補生
学校入校

選抜試験により３曹へ

幹部候補生学校入校

幹部候補生学校入校

飛行幹部候補生

おおむね３年以上の勤務で幹部受験資格有り
幹部昇任試験合格後、３尉へ

選抜試験
幹部昇任試験受験資格
３曹昇任後４年で
部内幹部候補生への
受験資格が得られる

入校

入隊

入隊

入隊

入隊 任用

昇任

昇任

昇任

昇任

自衛官になるには種々の進路が用意されています。
自分の適性や希望を見つめて最適なコースを選択してください。

※自衛官候補制度は、平成２２年７月１日から施行されます。法令の改正等により、本募集要項の内容に変更が生じた場合には、自衛官募集ホー
ムページなどでお知らせいたします。

コースの紹介
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島
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平
成
二
十
一
年
度
中
、
日
置

市
に
お
い
て
「
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
」
に
よ
り
、
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人
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体
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額
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二
万
五
千
円
（
平
成

二
十
年
度
は
五
百
一
万
千
円
）
の
ご

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
置
市
で
は
、
皆
さ
ま
か
ら
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
寄
附
金
を
「
環
境
の

保
護
」、「
健
康
・
福
祉
の
増
進
」、「
観

光
・
産
業
の
振
興
」、「
ひ
と
づ
く
り

の
た
め
の
教
育
」、「
市
民
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
の
事

業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
が
、
寄
附
金
の
お
申
し
込
み
の
際

に
「
福
祉
の
増
進
」
や
「
小
中
学
校

の
図
書
購
入
費
」
な
ど
、
使
い
み
ち

を
指
定
い
た
だ
い
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
寄
附
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
意

向
を
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
も
、「
日
置
市
」
を
よ
り
応

援
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
市

外
で
活
躍
さ
れ
る
ご
家
族
や
ご
友
人

へ
の
呼
び
か
け
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。【

平
成
二
十
一
年
度
中
に
い
た

だ
い
た
寄
附
者
の
紹
介
】

　
居
住
地
お
よ
び
氏
名
の
公

表
を
了
解
い
た
だ
い
た
方
々

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

（
受
付
順
・
敬
称
略
）

・
河
野
真
奈
美
　
　
東
京
都
世
田
谷
区

・
堀
之
内
康
信
　
　
東
京
都
調
布
市

・
鮫
島
　
廣
海
　
　
和
歌
山
県
岩
出
市

・
有
馬
カ
ツ
子
　
　
福
岡
市
早
良
区

・
山
之
口
　
公
　
　
大
阪
府
堺
市

・
坂
口
　
三
郎
　
　
栃
木
県
宇
都
宮
市

・
豊
辻
　
智
則
　
　
鹿
児
島
市
光
山

・
徳
重
　
勝
法
　
　
兵
庫
県
西
宮
市

・
本
田
　
勝
彦
　
　
東
京
都
目
黒
区

・
千
田
　
哲
生
　
　
東
京
都
日
野
市

・
小
川
ヨ
シ
子
　
　
東
京
都
板
橋
区

・
中
串
喜
代
子
　
　
大
阪
府
池
田
市

・
中
間
　
　
勉
　
　
兵
庫
県
神
戸
市

・
小
松
　
正
博
　
　
福
岡
市
中
央
区

・
恒
吉
　
五
男
　
　
兵
庫
県
加
古
川
市

・
松
下
ひ
と
み
　
　
大
阪
市
中
央
区

・
加
藤
　
　
誠
　
　
福
岡
県
北
九
州
市

・
谷
川
　
吉
美
　
　
神
奈
川
県
大
和
市

・
畠
中
　
優
子
　
　
沖
縄
県
糸
満
市

・
坂
口
　
健
治
　
　
東
京
都
新
宿
区

・
宮
﨑
　
葉
子
　
　
神
奈
川
県
小
田
原
市

・
牧
之
内
繁
男
　
　
福
岡
市
早
良
区

・
東
福
　
清
徳
　
　
茨
城
県
取
手
市

・
牧
之
内
隆
久
　
　
東
京
都
三
鷹
市

・
山
下
　
佐
明
　
　
山
梨
県
甲
府
市

・
前
田
　
国
次
　
　
東
京
都
練
馬
区

・
和
田
　
　
紘
　
　
千
葉
市
美
浜
区

・
坂
口
　
四
郎
　
　
栃
木
県
宇
都
宮
市

・
鹿
児
島
県
陶
業
協
同
組
合

　
理
事
長
　
西
郷
　
隆
文
　
日
置
市

・
美
坂
　
公
治
　
　
東
京
都
世
田
谷
区

・
實
島
　
緑
朗
　
　
東
京
都
世
田
谷
区

　
　
　
カ
ズ
エ
　
　（
旧
姓
　
新
川
）

・
田
代
　
孝
之
　
　
三
重
県
四
日
市
市

・
大
森
差
喜
子
　
　
大
阪
市
平
野
区

・
鴋
澤
　
正
人
　
　
千
葉
県
市
原
市

・
桑
木
野
守
人
　
　
東
京
都
あ
き
る
野
市

・
堀
之
内
優
子
　
　
東
京
都
世
田
谷
区

・
井
之
上
善
行
　
　
東
京
都
西
東
京
市

・
吉
田
　
　
巖
　
　
東
京
都
江
戸
川
区

・
大
森
　
康
宏
　
　
横
浜
市
青
葉
区

・
松
尾
　
俊
一
　
　
千
葉
県
館
山
市

・
福
山
　
喜
弘
　
　
東
京
都
世
田
谷
区

・
東
　
　
泰
秀
　
　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

・
上
園
　
剛
生
　
　
東
京
都
世
田
谷
区

・
篠
田
　
恵
二
　
　
東
京
都
荒
川
区

・
坂
上
　
英
臣
　
　
大
阪
府
寝
屋
川
市

・
田
中
　
重
行
　
　
大
阪
市
中
央
区

・
田
代
　
正
行
　
　
三
重
県
四
日
市
市

・
小
寺
　
　
隆
　
　
大
阪
府
豊
中
市

・
福
島
　
康
彦
　
　
大
阪
市
中
央
区

・
有
馬
フ
ミ
子
　
　
京
都
府
向
日
市

・
高
田
　
博
文
　
　
京
都
府
向
日
市

・
有
馬
千
代
子
　
　
京
都
府
向
日
市

・
吉
川
　
晶
子
　
　
京
都
府
向
日
市

・
山
下
　
俊
弘
　
　
東
京
都
町
田
市

・
石
田
カ
ズ
子
　
　
東
京
都
中
野
区

・
満
薗
　
秀
彦
　
　
東
京
都
世
田
谷
区

・
下
茂
　
　
忍
　
　
大
阪
府
河
内
長
野
市

・
古
里
　
秀
法
　
　
日
　
置
　
市

・
シ
チ
ズ
ン
セ
イ
ミ
ツ
鹿
児
島
㈱

　
代
表
取
締
役
社
長
　
堀
内
三
壽
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
置
　
市

※　

ほ
か
に
七
人
の
方
か
ら
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

【お問い合わせ先】
　寄附金の手続きに関すること
　　�本庁財政管財課財政１・２係または各支所

地域振興課総務係
　税の軽減措置に関すること
　　�居住地管内の税務署もしくは本庁税務課市

民税係または各支所地域振興課市民税係
　TEL（代表）
　　本　　庁 ２７３－２１１１　東市来支所 ２７４－２１１１
　　日吉支所 ２９２－２１１１　吹 上 支 所 ２９６－２１１１

ふ
る
さ
と
へ
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

個
人
・
団
体
の
皆
さ
ま
か
ら
、
６７
件
総
額
千
２
百
５２
万
５
千
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

寄附金の主な使いみち
活用�
年度 内　　　　　容

21年度

子育て支援事業

元気な市民づくり運動推進事業

農道等施設整備事業

夢づくり事業
（特色ある学校づくりを推進する
事業）

日吉地域小中学校の図書購入費

22年度

元気な市民づくり運動推進事業

乳幼児医療費助成事業

夢づくり事業
（特色ある学校づくりを推進する
事業）

日置市推薦図書購入費

協働の地域づくり事業助成事業

そのほか、寄附者の指定があった事業への活用
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話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
近
隣
や
自
治
会
で
は
解
決
で
き

な
い
公
共
的
課
題
で
す
。

　

地
区
で
選
択
し
た
課
題
の
解
決
に

取
り
組
む
た
め
に
、
今
年
度
、
市
で

は
地
域
づ
く
り
推
進
基
金
を
創
設

し
、そ
の
経
費
に
充
て
て
い
き
ま
す
。

　

基
金
は
平
成
２１
年
度
の
普
通
交
付

税
か
ら
、
地＊

方
再
生
対
策
費
相
当
分

一
億
五
八
〇
〇
万
円
を
積
み
立
て
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
、
地
区
振
興
計
画
の

課
題
解
決
に
は
基
金
の
う
ち
、

一
億
五
千
万
円
を
充
て
て
取
り
組
み

ま
す
。

　

各
地
区
で
の
課
題
解
決
に
向
け

て
、
基
金
を
地
区
ご
と
に
配
分
し
、

そ
の
範
囲
内
で
事
業
が
行
わ
れ
ま

す
。
今
年
度
は
、
地
区
の
人
口
や
面

積
な
ど
四
つ
の
指
標
で
、
配
分
を
決

定
し
ま
し
た
（
左
表
参
照
）。

　

し
た
が
っ
て
、
過
疎
高
齢
化
を
中

心
に
配
分
し
た
昨
年
と
は
配
分
額
が

異
な
る
地
区
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

伊
集
院
地
区
は
極
端
に
規
模
が
大
き

い
た
め
、
二
地
区
分
と
し
て
算
定
し

て
い
ま
す
。

　

配
分
額
の
使
途
は
、
公
共
工
事
や

原
材
料
支
給
な
ど
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
昨
年
度
は
、
防
犯
灯
や
ロ
ー
ド

ミ
ラ
ー
の
設
置
、
農
道
や
市
道
側
溝

改
修
な
ど
、
公
共
事
業
に
よ
り
市
が

実
施
し
た
も
の
が
大
半
で
し
た
。

　

し
か
し
地
域
に
よ
っ
て
は
、
市
か

ら
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
砂
利
な
ど
の

原
材
料
支
給
を
受
け
、
地
域
で
集
落

道
の
改
修
や
水
路
に
ふ
た
を
設
置
す

る
取
り
組
み
も
多
数
見
ら
れ
ま
し

た
。
限
ら
れ
た
財
源
の
活
用
に
は
、

こ
の
取
り
組
み
が
有
効
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
地
区
配
分
額
の

１０
％
を
上
限
に
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。
地
区
活
動
の
充
実
や
組
織
強
化

な
ど
、
地
区
の
ソ
フ
ト
事
業
を
支
援

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
市
長
が
必
要
と
認
め
た
場

合
は
備
品
購
入
も
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

　

地
区
振
興
計
画
に
よ
る
課
題
解
決

の
ひ
と
つ
と
し
て
取
り
組
ま
れ
る
基

金
に
よ
る
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
。

身
近
な
公
共
的
課
題
は
自
治
会
ま
た

は
地
区
公
民
館
ま
で
。

⑪⑪

　

２６
カ
所
の
地
区
公
民
館
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
や
地

域
課
題
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
資
源
を
生
か
し
、
課
題
を

解
決
し
て
い
こ
う
と
、
平
成
２０
年
、
地
区
ご
と
に
振
興
計

画
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
計
画
に
沿
っ
た
身
近
な
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、
地
区
で
話
し
合
い
、
市
と
連
携
し
た
事
業
の
展
開
が

進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

課
題
解
決
に
一
億
五
千
万
円

地
域
の
力
で
有
効
な
使
途
を

地区公民館による
共生・協働の実践

地
区
振
興
計
画
に
よ
る
課
題
解
決

平成２２年度

均等割
　地区が市の地域づくりの担い手である
という観点で設定（５５％）
人口割
　地区として地域づくりを連携して行う
地区民の人数で設定（２０％）
面積割
　山間地における水源など、保守すべき
範囲として面積を設定（２０％）
合併割
　市制施行後５年間に自治強化のために
合併した自治会数で設定（５％）

平成 22年度地域づくり推進基金の地区配分
地区名 配分額 人口（人） 面積（㎢）

東
市
来

高 山 5,000,000 243 11.87
上 市 来 6,700,000 1,499 22.23
鶴 丸 5,800,000 3,085 7.27
美 山 4,100,000 589 4.59
皆 田 4,300,000 612 7.81
湯 田 6,700,000 4,530 7.71
伊 作 田 5,400,000 2,063 9.51

伊
集
院

伊 集 院 16,100,000 11,973 19.26
飯 牟 礼 4,600,000 1,101 7.15
土 橋 4,700,000 1,201 7.95
伊 集 院 北 7,900,000 3,764 19.68
妙 円 寺 6,400,000 5,551 1.79

日
　
吉

日 新 4,700,000 835 4.05
日 置 6,900,000 2,338 5.45
住 吉 5,100,000 823 8.32
吉 利 5,900,000 1,190 7.01
扇 尾 4,100,000 232 4.42

吹
　
上

伊 作 6,500,000 3,519 10.60
花 田 4,500,000 859 7.53
野 首 4,400,000 413 8.87
藤 元 5,300,000 473 16.82
平 鹿 倉 4,500,000 143  9.88
和 田 4,900,000 684 12.05
吹 上 4,400,000 966 6.79
永 吉 6,300,000 1,390 14.07
坊 野 4,800,000 197 10.38
計 150,000,000 50,273 253.06

▪人口は平成 22 年３月１日現在です。
▪人口に施設、寮等は含まれていません。
▪面積は各地区公民館と協議した境界線によるものです。

＊ 地方再生対策費
　地方と都市の「共生」の考え方の下、地方が自主的・主体
的に行う活性化施策に必要な経費を地方交付税の基準財政需
要額として包括的に算定した経費

▲【事例】市道三叉路に交通安全看板が設置され、
　　原材料支給で地区公民館垣根を整備（野首地区）
　（写真提供：ギャラリー野月舎）
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東
市
来
地
域
の
尾
木
場
地
区
で

四
月
五
日
「
棚
田
散
策
＆
山
菜
狩

り
」
が
行
わ
れ
、
市
内
を
は
じ
め
鹿

児
島
市
な
ど
か
ら
二
十
四
グ
ル
ー
プ

八
十
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
ワ
ラ
ビ
や
ツ
ワ
を
次
々

と
摘
み
取
り
、
見
る
見
る
う
ち
に
袋

は
い
っ
ぱ
い
に
。

　

ま
た
、
タ
ケ
ノ
コ
堀
り
で
は
親
子

連
れ
が
、
地
元
案
内
人
に
ク
ワ
の
使

い
方
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
慎
重

に
掘
り
出
す
と
「
大
き
い
の
が
採
れ

た
」
と
大
喜
び
。
ク
ワ
と
格
闘
し
な

が
ら
タ
ケ
ノ
コ
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　

散
策
後
は
、
地
元
で
取
れ
た
米
や

野
菜
で
作
っ
た
昼
食
に
舌
鼓
。
お
な

か
い
っ
ぱ
い
そ
の
味
を
堪
能
し
、（
参

加
者
は
）
春
の
香
り
い
っ
ぱ
い
の
尾

木
場
を
、
存
分
に
満
喫
し
ま
し
た
。

　

湯
之
元
馬
頭
観
音
馬
踊
り
が
四
月

十
一
日
、湯
之
元
温
泉
街
（
東
市
来
）

で
行
わ
れ
、
終
日
多
く
の
人
出
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
牛
馬
の
供
養
や
無

病
息
災
の
祈
願
祭
と
し
て
明
治
か
ら

始
ま
っ
た
伝
統
行
事
で
、
地
元
の
湯

之
元
ク
ラ
ブ
（
德
永
利
久
会
長
）
が

中
心
と
な
っ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

花
飾
り
で
き
れ
い
に
彩
ら
れ
た
鈴

か
け
馬
を
先
頭
に
「
ヨ
イ
サ
ー
、
ヨ

イ
サ
ー
」
と
か
け
声
を
だ
し
な
が
ら

進
み
、三
十
五
カ
所
で
踊
り
を
披
露
。

沿
道
で
は
、
三
味
線
や
太
鼓
に
合
わ

せ
て
鈴
か
け
馬
が
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む

と
「
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
」
と
い
う
音
が

響
き
、
沿
道
の
見
物
客
か
ら
は
拍
手

や
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
温
泉
街
の
一
部
を
歩
行
者

天
国
に
し
、
木
市
が
行
わ
れ
、
植
木

や
鉢
物
、
果
樹
な
ど
の
露
天
商
が
多

数
出
店
、
大
勢
の
園
芸
愛
好
家
や
家

族
連
れ
が
訪
れ
、
活
気
に
あ
ふ
れ
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

吹
上
青
松
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
四

月
十
一
日
、
吹
上
浜
運
動
公
園
周
辺

で
行
わ
れ
、
参
加
者
は
春
の
景
色
を

楽
し
み
な
が
ら
心
地
よ
い
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　

大
会
に
は
県
内
外
か
ら
千
五
百
九 

十
六
人
が
参
加
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
、

ツ
ツ
ジ
コ
ー
ス
（
一
・
五
㌔
）、
青
松

コ
ー
ス
（
三
㌔
）、
日
本
三
大
砂
丘

コ
ー
ス
（
七
㌔
）
と
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
、
レ
イ
ク
ロ
ー
ド
コ
ー
ス
（
五

㌔
）、白
砂
コ
ー
ス
（
十
㌔
）
に
分
れ
、

思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
み
ま
し

た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
吹
上
の
特
産

品
や
マ
レ
ー
シ
ア
物
産
な
ど
の
販
売

も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
こ
ぞ
っ
て
買

い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
優
勝
者
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。（
市
関
係
分
敬
称
略
）

▼
一
・
五
㌔
男
子　

片
平
進
夢
（
小

学
三
年
以
下
）、
流
合
龍
之
介
（
小

学
四
年
～
六
年
）、
木
場
慎
二
（
中

学
～
二
十
九
歳
以
下
）、
髙
野
親
志

（
五
十
歳
以
上
）、
▼
一
・
五
㌔
女
子

　

岡
元
秀
佳
（
小
学
三
年
以
下
）、

満
冨
由
佳（
中
学
～
二
十
九
歳
以
下
）

▼
三
㌔
男
子　

岡
村
海
青
（
小
学
四

年
～
六
年
）、
▼
三
㌔
女
子　

岡
村

優
那
（
小
学
四
年
～
六
年
）、
満
園

奈
津
美
（
中
学
～
二
十
九
歳
以
下
）

▼
七
㌔
男
子　

篠
原
正
大
（
中
学

～
二
十
九
歳
以
下
）、
竹
ノ
内
賢
次

（
三
十
歳
～
四
十
九
歳
以
下
）、
▼
七

㌔
女
子　

冨
奥
裕
子
（
三
十
歳
～

四
十
九
歳
以
下
）

自
然
の
中
で
１
５
９
６
人
が
さ
わ
や
か
に
汗

親
子
連
れ
ら
歓
声　

春
の
尾
木
場
を
満
喫

華
や
か
に
春
を
告
げ
る
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬

第
２５
回
吹
上
青
松
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

め
だ
か
の
里
尾お

こ

ば
木
場
「
棚
田
散
策
＆
山
菜
狩
り
体
験
」

湯
之
元
馬
頭
観
音
馬
踊
り

▲ワラビ取りに夢中な親子連れ

▲まずはお父さんがお手本です
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日
置
市
の
南
の
玄
関
口
と
し
て
、

地
域
の
特
産
品
販
売
や
、
地
域
情
報

を
発
信
し
て
い
る
農
産
物
直
売
所｢

ひ
ま
わ
り
館｣

（
吹
上
）
の
六
周
年

誕
生
祭
が
四
月
二
十
五
日
、
同
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
和
田
小
学
校
児
童
に
よ

る
、
威
勢
の
い
い
ひ
ま
わ
り
竹
太
鼓

が
イ
ベ
ン
ト
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

店
内
は
、
地
元
産
の
新
鮮
な
野
菜

や
花
な
ど
を
買
い
求
め
る
客
で
混
雑

し
、
レ
ジ
待
ち
の
行
列
が
で
き
る
ほ

ど
大
盛
況
。
屋
外
テ
ン
ト
で
は
、
新

茶
や
豚
汁
の
無
料
配
布
、
ひ
ま
わ
り

の
苗
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
も
あ
り
、
終

日
大
勢
の
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

農
業
後
継
者
就
農
祝
い
金
交
付
式

が
四
月
七
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
祝
い
金
は
、
一
年
間
の
農
業

後
継
者
支
援
金
の
交
付
期
間
を
修
了

し
、
後
継
者
と
し
て
就
農
し
た
こ
と

に
よ
り
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、今
回
、

支
給
を
受
け
た
の
は
、
二
石
雅
充
さ

ん
（
日
吉
、
施
設
・
路
地
野
菜
）。

　

二
石
さ
ん
は
「
将
来
の
目
標
に
向

か
っ
て
、
ほ
か
の
農
業
青
年
に
負
け

な
い
よ
う
に
頑
張
り
、
面
積
拡
大
と

収
益
向
上
に
努
め
た
い
」
と
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
次
代
の
農
業
を
支
え
る

中
核
的
な
担
い
手
農
家
と
な
る
よ
う

に
、優
れ
た
人
材
の
育
成
を
推
進
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
就
農
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

後
継
者
支
援
・
新
規
就
農
者
支
援

制
度
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
水
産
課

　

電
話
０
９
９-

２
７
３-

２
１
１
１

　
（
内
線
１
１
５
３
）

　

ゆ
す
い
ん
工
芸
教
室
の
閉
講
式
が

三
月
二
十
九
日
、
伊
集
院
健
康
づ
く

り
複
合
施
設
ゆ
す
い
ん
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

式
で
は
、
木
工
教
室
、
竹
工
教
室
、

陶
芸
教
室
の
受
講
生
三
十
九
人
を
代

表
し
て
三
人
に
修
了
証
書
を
授
与
。

そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
の
受
講

生
代
表
が
、
自
分
で
制
作
し
た
作
品

を
紹
介
し
な
が
ら
工
芸
教
室
に
参
加

し
た
感
想
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ゆ
す
い
ん
工
芸
教
室
（
木
工
、
竹

工
、
陶
芸
）
は
、
今
年
度
も
開
講
さ

れ
ま
す
。

　
（
社
）
串
木
野
日
置
法
人
会
日
置

支
部
（
西
陽
三
支
部
長
）
伊
集
院
地

域
の
メ
ン
バ
ー
が
三
月
に
、
徳
重
神

社
参
道
の
修
復
工
事
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

工
事
は
、
参
拝
者
が
安
全
に
参
拝

で
き
る
よ
う
に
、
特
に
傷
み
の
激
し

か
っ
た
拝
殿
前
か
ら
お
み
く
じ
売
り

場
前
ま
で
を
神
社
と
共
同
で
実
施
。

　

作
業
を
終
え
た
メ
ン
バ
ー
ら
は

「
こ
れ
か
ら
は
、
安
心
し
て
き
れ
い

に
な
っ
た
参
道
を
歩
い
て
ほ
し
い
」

と
満
足
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

新
鮮
な
特
産
品
を
ど
う
ぞ

次
代
の
農
業
を
担
う
若
者
が
誕
生

受
講
生
３９
人
に
修
了
証

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
道
修
復
に
汗

ひ
ま
わ
り
館
誕
生
祭

農
業
後
継
者
就
農
祝
い
金
交
付
式

ゆ
す
い
ん
工
芸
教
室
閉
講
式

（
社
）
串
木
野
日
置
法
人
会
日
置
支
部
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員
に
よ
る
寸
劇
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
二
年
度
、
日
置
市
の
男

女
共
同
参
画
は
さ
ら
に
活
動
的
に
な

り
そ
う
で
す
。

　

二
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
生
活
習

慣
病
予
防
の
知
織
を
学
ぶ
講
座
が
、

妙
円
寺
交
流
セ
ン
タ
ー
（
伊
集
院
）

と
日
吉
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
約

四
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、特
定
健
診
で
「
メ
タ
ボ
」

と
は
判
定
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
検

査
結
果
に
何
ら
か
の
異
常
が
あ
っ
た

と
い
う
方
や
、
生
活
習
慣
病
予
防
に

関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
実
施
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

講
座
で
は
「
知
っ
て
い
ま
す
か
？

生
活
習
慣
病
」
と
題
し
て
、
保
健
師

か
ら
高
血
圧
や
脂
質
異
常
な
ど
の
生

活
習
慣
病
は
血
管
を
痛
め
、
脳
梗
塞

や
心
筋
梗
塞
の
引
き
金
と
な
る
こ

と
。
笑
う
こ
と
で
免
疫
力
が
高
ま
り

健
康
づ
く
り
は
楽
し
く
や
る
こ
と
が

大
切
な
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、健
康
運
動
指
導
士
か
ら
は
、

運
動
前
に
必
要
な
ス
ト
レ
ッ
チ
や
、

い
す
を
使
っ
て
の
筋
ト
レ
法
な
ど
、

生
活
の
中
で
取
り
入
れ
ら
れ
る
「
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
」
を
体
験

し
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
全
四
回
の
講
座
で

「
食
べ
過
ぎ
解
消
の
コ
ツ
」
や
「
栄

養
、
運
動
に
関
す
る
実
践
的
な
知

識
」、「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
」
な

ど
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
自
ら
の
健

康
を
見
つ
め
直
す
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

同
様
の
教
室
は
秋
ご
ろ
に
も
開
催

す
る
予
定
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先

健
康
保
険
課
健
康
増
進
係

　

電
話
０
９
９-

２
７
３-

２
１
１
１

　

内
線
（
１
１
３
７
）

も
っ
と
知
ろ
う　

生
活
習
慣
病
と
食
生
活

「
い
か
の
お
す
し
」
み
ん
な
覚
え
て
ね

一
人
ひ
と
り
が
輝
く
た
め
に

カ
ラ
ダ
に
い
い
こ
と
講
座

鶴
丸
小
防
犯
教
室

日
置
市
男
女
共
同
参
画
推
進
講
演
会

▲実際にカロリーを計算する参加者 ▲健康づくりのための運動を体験する参加者

　

鶴
丸
小
学
校
（
東
市
来
）
で
四
月

十
九
日
、
防
犯
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

教
室
は
、
防
犯
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
市
來
良
史
さ

ん
（
鹿
屋
市
在
住
）
が
、
イ
カ
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
特
製
電
動
カ
ー
「
い
か

の
っ
ち
」
と
一
緒
に
登
場
。
音
楽
や

パ
ネ
ル
を
使
っ
て
工
夫
を
凝
ら
し
た

教
室
を
行
い
、
児
童
は
楽
し
く
防
犯

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

市
來
さ
ん
は「
子
ど
も
た
ち
に『
い

か
の
お
す
し
』
を
楽
し
く
覚
え
て
も

ら
う
た
め
に
『
い
か
の
っ
ち
』
を
製

作
し
た
。
今
後
も
子
ど
も
た
ち
が
犯

罪
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
記
憶
と
心
に

残
る
防
犯
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

防
犯
五
カ
条

　
　
「
い
か
」
行
か
な
い

　
　
「
の
」
乗
ら
な
い

　
　
「
お
」
大
き
な
声
を
出
す

　
　
「
す
」
す
ぐ
逃
げ
る

　
　
「
し
」
知
ら
せ
る

　
「
ま
ず
は
知
っ
て
み
よ
う
。
男
女

共
同
参
画
の
こ
と
」。
日
置
市
男
女

共
同
推
進
懇
話
会
で
は
三
月
十
四

日
、
身
近
に
男
女
共
同
を
感
じ
て
も

ら
お
う
と
講
演
会
を
中
央
公
民
館
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
中
村
朋
美
さ
ん
が
『
一
人
ひ
と
り

が
輝
く
た
め
に
』
と
題
し
て
講
演
。

「
参
画
と
は
飛
び
込
ん
で
動
く
こ
と
」

「
性
別
を
超
え
、
お
互
い
を
尊
重
し

あ
っ
て
支
え
あ
う
社
会
を
」
と
訴
え

「
会
話
の
息
づ
か
い
ひ
と
つ
で
、
す

て
き
な
関
係
が
で
き
あ
が
る
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
初
め
て
日
曜
日
に
開

催
さ
れ
、
百
人
余
り
が
話
法
を
み
が

く
こ
と
が
男
女
共
同
参
画
に
大
き
く

関
わ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
中
村
さ
ん
を
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
推
進
懇
話
会
も
行
わ
れ
、

二
十
二
年
度
の
活
動
計
画
が
協
議
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
講
演
の
よ
う
な
既
存
の
も
の
よ

り
、
参
加
型
の
取
り
組
み
を
」
と
中

村
さ
ん
が
助
言
。
鹿
児
島
弁
に
よ
る

男
女
共
同
弁
論
大
会
や
同
懇
話
会
委
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「
人
権
の
花
」
運
動
指
定
校
の
湯

田
小
学
校
（
東
市
来
）
で
四
月
十
五

日
、
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
運
動
は
子
ど
も
た
ち
が
互
い
に

協
力
し
合
い
な
が
ら
花
を
栽
培
す
る

こ
と
で
、命
の
大
切
さ
や
思
い
や
り
、

基
本
的
人
権
を
尊
重
す
る
心
を
身
に

つ
け
て
も
ら
お
う
と
毎
年
、
学
校
を

指
定
し
て
全
国
で
取
り
組
ん
で
い
る

も
の
で
す
。

　

式
で
は
、
市
人
権
擁
護
委
員
会
会

長
の
野
﨑
楠
雄
さ
ん
が
「
人
権
の
花

の
ひ
ま
わ
り
を
愛
情
込
め
て
育
て
、

そ
れ
に
負
け
な
い
く
ら
い
周
り
の
人

を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
児
童
に
ひ
ま
わ
り
の
種
と
人
権

擁
護
マ
ス
コ
ッ
ト
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
児
童
を
代
表
し
て
松
尾

真
由
さ
ん
（
六
年
）
が
「
ひ
ま
わ
り

を
大
事
に
育
て
、
仲
良
く
楽
し
い
毎

日
を
過
ご
し
た
い
」
と
誓
い
を
述
べ

ま
し
た
。

　

日
置
市
転
入
教
職
員
宣
誓
式
が

四
月
九
日
、
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
、
転
入
教
職
員
や
学
校
関
係
者
約

百
二
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
日
置
市
へ
赴
任
さ
れ
た
先

生
は
、
小
学
校
四
十
八
人
、
中
学
校

二
十
八
人
、
教
育
委
員
会
二
人
。

　

式
で
は
、
転
入
教
職
員
を
代
表
し

て
、
伊
集
院
小
学
校
の
新
田
友
美
先

生
が
宣
誓
を
行
い
、
湯
田
小
学
校
の

相
羽
勉
校
長
が
「
豊
か
な
自
然
と
歴

史
の
あ
る
こ
こ
日
置
市
に
、
じ
っ
く

り
と
腰
を
据
え
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
頑
張
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　
『
広
げ
よ
う
地
域
に
根
ざ
し
た
思

い
や
り
』
の
行
動
宣
言
を
掲
げ
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
、

日
吉
地
域
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協

議
会
が
四
月
七
日
、
地
域
内
小
・
中

学
校
正
門
前
で
「
登
校
時
あ
い
さ
つ

活
動
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

日
吉
中
学
校
正
門
で
は
、
子
ど
も

た
ち
に
同
委
員
の
活
動
内
容
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
、
横
断
幕
を
掲
げ

て
「
声
か
け
」
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
は
笑
顔
で
応
え
て
い
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
会
長
の
松
村
耕
一
さ
ん

は
「
犯
罪
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る

活
動
の
一
つ
と
し
て
、
今
後
も
継
続

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
伊
作
田
小
学
校
に
赴
任

さ
れ
た
先
生
方
の
歓
迎
会
が
四
月

十
七
日
、
伊
作
田
地
区
公
民
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
伊
作
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
主

催
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
今
回
着

任
し
た
四
人
の
先
生
が
保
護
者
か
ら

手
厚
い
も
て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。

　

歓
迎
会
名
物
の
伊
作
田
名
産
「
特

大
つ
け
あ
げ
」
と
「
極
小
尾
頭
付
き

ち
り
め
ん
」
が
運
ば
れ
る
と
、
そ
の

大
き
さ
に
先
生
た
ち
は
び
っ
く
り
。

「
全
部
食
べ
て
く
だ
さ
い
！
」
と
の

声
に
大
き
く
口
を
開
け
て
、
そ
の
味

を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

先
生
ら
は
「
名
物
を
食
べ
て
元
気

を
も
ら
っ
た
。
こ
れ
か
ら
気
合
を
入

れ
て
頑
張
り
た
い
」と
決
意
を
述
べ
、

和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
の
中
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

育
て
よ
う
人
権
の
花
と
優
し
い
心

よ
う
こ
そ
！
日
置
市
へ

あ
い
さ
つ
活
動
で
笑
顔
咲
く

新
任
教
員
を
地
元
名
物
で
大
歓
迎

平
成
２２
年
度
「
人
権
の
花
」
運
動
開
会
式

日
置
市
転
入
教
職
員
宣
誓
式

登
校
時
あ
い
さ
つ
活
動

伊
作
田
小
転
入
教
職
員
歓
迎
会
（
東
市
来
）

▲児童代表の松尾真由さん
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
と
地
域

安
全
運
動
の
出
発
式
が
四
月
六
日
、

市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、警
察
や
交
通
安
全
協
会
、

市
役
所
職
員
な
ど
約
百
五
十
人
が
参

加
。
宮
路
市
長
や
渡
邊
警
察
署
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
成
田
市
議
会
議
長

が「
交
通
安
全
防
止
に
関
す
る
決
議
」

を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

式
後
、
パ
レ
ー
ド
へ
出
発
。
国

道
２
７
０
号
（
日
吉
町
吉
利
）
で

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、
交
通

安
全
協
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
ド
ラ
イ

バ
ー
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
な
が
ら
、

交
通
ル
ー
ル
順
守
や
交
通
事
故
の
未

　

平
成
二
十
年
に
立
地
協
定
を
締
結

し
た
㈱
て
ま
ひ
ま
堂
（
本
社
、
鹿
児

島
市
、
吉
岡
靖
雄
社
長
）
が
昨
夏
か

ら
清
藤
工
業
団
地
（
伊
集
院
）
に
建

設
し
て
い
た
日
置
工
場
が
完
成
し
四

月
三
日
、
同
工
場
で
落
成
式
が
あ
り

ま
し
た
。

　

同
社
は
、
健
康
補
助
食
品
の
製
造

お
よ
び
販
売
を
行
う
企
業
と
し
て
、

平
成
十
四
年
四
月
に
設
立
。
主
に
ニ

ン
ニ
ク
卵
黄
の
製
造
か
ら
販
売
ま
で

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
集
院
小
学
校
の
入
学
式

に
あ
わ
せ
、
新
入
学
児
童
を

対
象
に
日
置
警
察
署
は
四
月

六
日
、
交
通
安
全
や
防
犯
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
警
察
署
員
や

伊
集
院
地
域
の
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ら
三
十
五
人
が
参

加
。
入
学
式
を
終
え
た
新
一

年
生
と
保
護
者
に
陣
羽
織
や

よ
ろ
い
か
ぶ
と
姿
で
チ
ラ
シ

や
鉛
筆
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

署
員
ら
が
「
交
通
安
全
に
気
を
つ

け
て
」
と
呼
び
か
け
る
と
、
児
童
ら

み
ん
な
の
願
い
、
安
心
・
安
全
な
地
域
の
実
現

さ
ら
な
る
業
務
拡
大
を
目
指
し
、
新
工
場
建
設

交
通
安
全
・
防
犯
の
意
識
高
め
て

子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
す

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
・
地
域
安
全
運
動

㈱
て
ま
ひ
ま
堂

新
入
学
児
童
見
守
り
活
動

交
通
安
全
の
た
め
に
横
断
旗
設
置

然
防
止
、
地
域
安
全
な
ど
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
運
動
は
「
子
ど
も
と
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
十
五
日
ま
で
、
地
域
安
全
運

動
は
二
十
日
ま
で
実
施
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
期
間
中
は
、
各
地
域
で
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
十
八
年
に
設
置
し

た
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
稼
動
に
よ
り
、

今
ま
で
の
工
場
で
の
生
産
能
力
が
限

界
で
あ
る
こ
と
か
ら
新
工
場
建
設
と

な
り
ま
し
た
。

　

新
工
場
は
、
床
面
積
三
七
三
四
平

方
㍍
。
最
新
設
備
の
導
入
に
よ
り
、

原
材
料
の
受
け
入
れ
か
ら
最
終
製
品

の
出
荷
に
至
る
ま
で
適
切
な
管
理
の

下
、
製
品
の
品
質
と
安
全
性
の
確
保

を
図
り
、
さ
ら
な
る
業
務
拡
大
を
目

指
し
ま
す
。

会
伊
集
院
支
部
が
三
月
三
十
日
、
県

道
２４
号
（
伊
集
院
町
大
田
）
に
横
断

旗
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
伊
集
院
小
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
委
員
会
か
ら
要
望
が
あ
っ
た

も
の
で
す
。

　

同
支
部
長
の
西
山
益
穗
さ
ん
（
伊

集
院
）
は
「
横
断
旗
を
設
置
す
る
こ

と
で
、
事
故
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守

り
た
い
」
ま
た
「
子
ど
も
た
ち
だ
け

で
な
く
、
高
齢
者
の
方
も
利
用
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
安
全
な
登
下
校
に
役
立

て
て
も
ら
お
う
と
、
市
交
通
安
全
協

は
「
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
学
校
へ

行
き
ま
す
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。
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短
　
歌

　

東
市
来
か
ん
な
歌
会

満
開
の
椿
を
小
鳥
一
人
占
め

ゆ
っ
く
り
た
っ
ぷ
り
吸
ふ
て
お
帰
り

�

下
茂
千
鶴
子

一
人
居
の
夜
に
襲
え
る
身
の
不
調

ケ
イ
タ
イ
握
れ
ど
娘こ

も
務
め
あ
り

�

西
田　

ヒ
メ

茹
で
ら
れ
て
も
茎
を
離
れ
ぬ
青
虫
の

根
性
見
た
り
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
に

�

吉
田
ス
ズ
子

　

伊
集
院
短
歌
講
座

春
う
ら
ら
別
れ
の
季
節
め
ぐ
り
来
て

勿
忘
草
の
淡
き
青
咲
く

�

今
田　

純
江

「
目
も
耳
も
い
ら
ん
か
な
」
と
ぞ
今
の
世
の

五
欲
の
嵐
ひ
た
す
ら
続
く

�

上
平
田
志
保
子

縫
い
ぐ
る
み
寂
し
が
り
や
の
犬
に
や
り

不
安
な
孫
の
高
校
初
日

�

玉
利　

順
子

俳
　
句

　

奴
草
俳
句
会
（
東
市
来
）

初
蝶
の
ま
づ
は
黄
の
来
て
白
も
来
て

�

濵
田　

彰
典

風
を
気
に
桜
見
物
襟
を
立
て

�
大
庭　

正
道

霜
に
耐
え
葱
の
強
さ
や
朝
ま
だ
き

�

北
山　

文
子

　

伊
集
院
俳
句
会

子
の
顔
を
忘
れ
し
母
と
初
詣

�

原
口
不
二
三

幹
に
直じ

か
花
噴
き
出
づ
る
二
、三
輪

�

宮
野　

榮
子

鳥
の
声
あ
ふ
る
る
宮
の
花
一
輪

�

松　

一
枝

　

日
吉
俳
句
会

水
張
ら
れ
出
番
待
ち
た
る
春
田
か
な

�

下
原
ミ
ヨ
子

白
波
は
春
を
運
ん
で
打
ち
寄
せ
る

�

大
迫　

一
弘

朝
霞
里
山
つ
つ
み
夢
の
郷

�

米
丸　

節
子

　

吹
上
砂
丘
俳
句
会

春
の
雷
や
わ
ら
か
き
雨
誘
ひ
出
す

�

池
上　

悠
子

指
軽
く
ピ
ア
ノ
に
踊
り
春
立
つ
日

�

児
玉　

智
子

馥
郁
と
活
け
た
る
梅
の
咲
き
に
け
り

�

今
村　

迪
子

さ
つ
ま
狂
句

　

コ
ケ
ケ
狂
句
会
（
東
市
来
）

長な

が
病や

ん
が
冗わ

や談
く
言ゆ

で出
た
で
安ほ

っ
と堵
し
っ

�

津
曲
と
つ
こ
（
幸
雄
）

冗わ
や
っ談
で
ん
考か

ん
げ
っ
み
れ
ば
腹は

ら
が
立
っ

�

井
上　

一
洋
（
一
洋
）

馬ば

け鹿
し
て
ん
冗わ

や談
き
受
け
取
い
お
人ひ

と
好よ

し

�

種
子
田
杉
風
（
忠
紀
）

　

飯
牟
礼
狂
句
会
（
伊
集
院
）

蒸
し
タ
オ
ル
冷
や
さ
じ
床と

こ
屋や

顔つ

れ
乗
せ
っ

�

益
満　

大
拘
（
富
治
）

茶ち
ゃ
わ
ん碗
蒸
し
レ
ン
ジ
で
チ
ン
が
今い

ま
は
や
い

流
行

�

月
野
お
茶
女
（
眞
紀
）

若
け
客
も
砂
蒸
し
入
浴い

ろ
ち
長な

ご
並な

る
っ

�

益
満　

冗
男
（
昭
人
）

　

吹
上
さ
ざ
な
み
会

飲の

ん
出だ

せ
ば
妻お

め
こ子
も
親
も
け
忘
れ

�

入
來
院
彦
六
（
元
彦
）

飲
ん
み
た
や
効き

た
と
か
下く痢
で
た
痩
せ
薬

ぐ
す
い

�

池
畑　

鉄
亀
（
哲
也
）

乳ち
ち

を
飲
ん
処と

こ
ゆ
爺じ

い
に
あ
見
せ
ん
嫁

�

前
田　

一
天
（
和
平
）

（
氏
名
敬
称
略
）
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元気な市民づくり運動
イメージキャラクター

梅太郎

49

みんなでひろげよう！　「元気な市民づくり運動」

広げよう「かむ」から始める　健康づくり
～６月４日～６月1０日は歯の衛生週間です～

歯の衛生週間を機に、口の健康について見直してみませんか？

かむことの効能
ひ 　肥満予防

かむことにより、満腹
中枢に自然な食欲抑制
メカニズムが働き、食
べ過ぎを防ぎます。

は 　歯の病気予防
唾液の分泌が促進され、清掃効果
が生まれます。また、歯茎などの
歯周組織も活性化されます。虫歯
や歯周病の予防に有効です。

い 　胃の働きをよくする
食品をかみ砕くことで胃腸
の負担を和らげ、胃腸の働
きを活発にします。

が 　がん予防
唾液の分泌が促進され、唾
液中の酵素により、食品の
発がん性を弱めます。

ぜ 　全力投球
しっかりかむことで全身に
力が入り、体力や運動能力
向上の促進につながりま
す。

み 　味覚の発達
かむことにより、食物の
味が溶け出し、おいしさ
がよく分かるようになり
ます。

の 　脳の発達
脳の細胞や血流の活動が活発に
なり、子どもは賢く、大人はボ
ケにくくなります。

こ 　言葉がはっきり
かむことにより、顔の筋肉が発達
し、言葉の発音も明瞭になり、顔
の表情も豊かになります。

0

2

4

6

8

H18 H19 H20 H21

全国平均
鹿児島県
日置市

0%

20%

40%

60%

80%

100%

■ 卒乳完了

■ 卒乳未完了

虫歯有 虫歯無

0％

20％

40％

60％

80％

100％

■ 哺乳瓶未使用

■ 哺乳瓶使用

虫歯有 虫歯無

鹿児島県は１歳半のむし歯有病率がワー
スト５位常連県！日置市も １９ 年度まで
は、県平均を上回っていました。

１歳半健診時において卒乳未完了、哺乳瓶を使用している
乳児に虫歯有病率が高い傾向にあるという結果でした。

☆仕上げ磨きのポイント☆
　歯ブラシ：幼児用で少し硬めで小さめのもの （仕上げ用と本人用２本用意）
　持 ち 方：鉛筆握り
　方　　法：歯ブラシを持たない方の手は人指し指を口の中に入れ保持する。
　　　　　　軽くあてて 小刻みに磨きます。
※磨きにくい、歯と歯の間はフロスなどを使うと良いです。

日置市では、平成 ２１年度の１歳半健診時に虫歯の原因とされ
ている卒乳と哺乳瓶使用状況について調査を行いました。

そこで…

その結果

１歳半健診時の状況 （単位：人）
卒乳 哺乳瓶
完了 未完了 使用 未使用

虫歯有 5 7 4 8
虫歯無 331 71 50 353

※�このほかにも食事やおやつ、飲み物の与え方、歯磨きなどさまざまな因子が重なり、
虫歯の原因となっています。

パパ、ママだけが頑張っても周囲の協力が無ければ台無しに・・・

定期健診も
忘れずに�

　食べ物をよくかむとき、わたしたちは体に必要な栄養のみならず、五感を通した味わいや満
足感、楽しみ、くつろぎなどの心の栄養も得ています。よくかんで食べる習慣は、子どもから
高齢者まで食育の原点ともいえるでしょう。
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４
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

榎
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萌も

も

か
々
花　
　

健
作　
　

猪
鹿
倉

田
島　

茉ま

こ子　
　

陽
太
郎　

妙
円
寺
三
区

中
山
美み

り

あ
璃
愛　
　

大
地　
　

下
神
殿
一
区

折
口　

紅く
れ
あ愛　
　

憲
藏　
　

上
方
限

長
谷　

優ゆ

ま摩　
　

拓
郎　
　

猪
鹿
倉

久
保
萌ほ

の

か
乃
佳　
　

文
治　
　

猪
鹿
倉

東
瀬
戸　

遙
は
る
か　
　

忍　
　
　

徳
重
東

伊
賀
上
力り

し
ゅ守　
　

健
太
郎　

下
神
殿
一
区

馬
場
口
桜お
う

太た　
　

博
志　
　

猪
鹿
倉

内
田　

健け
ん

志し　
　

裕
啓　
　

下
神
殿
一
区

上
中　
　

琉
り
ゅ
う　
　

光
徳　
　

徳
重
東

西
原　

千ち

喜は
る　
　

浩
聡　
　

平
古

村
井　
　

響
ひ
び
き　
　

章
彦　
　

郡
下

重
久　

俊し
ゅ
ん
た大　
　

晋
志　
　

徳
重
東

横
手　

恭き
ょ
う
こ子　

　

昭
人　
　

宮
脇

川
路
ひ
ま
わ
り　

純
一　
　

郡
下

平
田　

み
う　
　

裕
樹　
　

妙
円
寺
九
区

神
野　

滉こ
う
す
け介　

　

智
宣　
　

瀬
戸
内

名
越　

翔し
ょ
う
ま海　
　

心
吾　
　

駅
前

古
垣
紗さ

や

な
也
奈　
　

順
也　
　

上
之
馬
場

谷
之
口
陽は

る
と斗　
　

慎
也　
　

徳
重
東

小
林　

輝て
る

樹き　
　

慶
二　
　

飯
牟
礼
上

東
市
来
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

野
田
弥み

の

り

乃
理　
　

恒
一
郎　

荻

鷺
山　

恭き
ょ
う
へ
い平　

　

辰
徳　
　

堀
内

瀬
戸
口
雅ま

さ
む
ね宗　

　

史
記　
　

坂
之
上
下

登　
　

大た
い
が雅　

　

大
史　
　

駅
前

藤
﨑　

泰た
い
が雅　

　

範
博　
　

駅
前

深
川
倖こ

う

士し

朗ろ
う　
　

正
嗣　
　

江
口

日
吉
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

竹
之
下
佳か

お

り
桜
里　

卓
也　
　

日
新

吹
上
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

出
口　

姫こ

羽は
ね　
　

修
一　
　

入
来
浜

上
原　

流り
ゅ
う
せ
い星　
　

知
之　
　

窪
田

原
口　

愛あ
い

琉る　
　

和
人　
　

川
中

松
澤　

正ま
さ

朋と　
　

正
仁　
　

西
宮
内

�

４
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

山
村
フ
ヂ
ヱ　
　

９６　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
・
三
区

内　
　

ト
キ　
　

９５　

中
神
殿

有
馬　

イ
ツ　
　

８４　

元
町

尾
堂　

靖
雄　
　

８５　

下
方
限

小
平　

五
郎　
　

８５　

徳
重
東

篠
原　

キ
ト　
　

８３　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
・
三
区

中
城　

美
枝　
　

８３　

妙
円
寺
一
区

川
路　

重
男　
　

７７　

中
川

古
市　

能
子　
　

９４　

朝
日
ヶ
丘

内　
　

英
子　
　

９０　

郡
内

軸
屋　

繁
則　
　

８０　

妙
円
寺
二
区

上
之
原
留
吉　
　

８２　

下
神
殿
一
区

園
田　

洋
一　
　

６９　

郡
下

東
市
来
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

橋
之
口
定
夫　
　

９４　

元
伊
作
田

古
川　

澄
弘　
　

７３　

城
之
町
上

米
澤　

清
德　
　

８３　

高
山

髙
橋
ア
ヤ
子　
　

８５　

美
山

橋
口　

一
夫　
　

８２　

田
之
湯

田
代　

昭
通　
　

５８　

田
代

日
髙　

一
雄　
　

９２　

中
央

石
神　

康
男　
　

６５　

田
代

山
下　

義
男　
　

８８　

元
湯

北
園　
　

親　
　

９０　

皆
田
東

橋
口　

辰
次　
　

８６　

中
央

米
澤
テ
ミ
子　
　

８５　

荻

日
吉
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

小
正　

ア
キ　
　

９６　

諏
訪

岩
井
田
文
雄　
　

８３　

扇
尾

丸
嶺　

律
子　
　

９０　

中
区

禰
寢
イ
ツ
子　
　

８７　

中
区

古
屋
鋪
ミ
ス
ヱ　

８３　

青
松
園

滿
尾　
　

　
　

９１　

諏
訪

春
成　

キ
ナ　
　

９５　

青
松
園

神
　

政
美　
　

７７　

山
田

枇
榔
奈
緒
子　
　

５６　

草
原

榎

ア
サ
子　
　

８８　

中
区

吹
上
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

髙
田　

フ
ヂ　
　

９８　

坊
野

駒
田　
　

登　
　

８４　

藤
元

馬
塲　

フ
ミ　
　

８９　

中
津

西
羽
田
ヒ
デ　
　

８９　

入
来

竹
之
内
虎
夫　
　

８１　

永
吉
東

窪
田　

克
己　
　

８７　

上
与
倉

坂
口　

哲
郎　
　

７９　

上
和
田

神
之
門
シ
ナ　
　

８９　

浜
田

遠
矢　
　

繁　
　

８０　

赤
仁
田

　

伊
集
院
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
の
棒

踊
り
が
上
土
橋
、
郡
、
飯
牟
礼
の
各

地
区
で
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
土
橋
地
区
で
は
四
月
二
十
五

日
、
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね

て
き
た
小
・
中
学
生
十
二
人
が
勝
護

院
に
踊
り
を
奉
納
し
た
後
、
同
地
区

の
運
動
会
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
披
露

し
ま
し
た
。

　

郡
地
区
と
飯
牟
礼
地
区
は
、
五
月

五
日
に
そ
れ
ぞ
れ
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

郡
地
区
で
は
、
中
・
高
生
十
七
人

が
九
玉
神
社
に
踊
り
を
奉
納
。
歌
に

合
わ
せ
威
勢
よ
く
六
尺
棒
と
三
尺
棒

を
打
ち
合
わ
せ
る
勇
壮
な
踊
り
に
見

物
客
ら
は
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
築
や
初
節
句
の
家
庭

な
ど
五
十
カ
所
余
り
で
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

飯
牟
礼
地
区
で
は
、
上
・
中
・
大

下
の
三
集
落
か
ら
青
壮
年
や
中
・
高

生
が
踊
り
手
と
な
っ
て
熊
野
神
社
に

奉
納
し
ま
し
た
。

　

踊
り
は
、
上
が
虚
無
僧
踊
り
、
中

が
棒
踊
り
、
大
下
が
鎌
踊
り
と
踊
り

方
も
衣
装
も
そ
れ
ぞ
れ
。
五
穀
豊
穣

を
祈
願
す
る
伝
統
の
踊
り
を
大
勢
の

見
物
客
が
楽
し
み
ま
し
た
。

勇
壮
に
棒
踊
り
を
奉
納　

五
穀
豊
穣
を
願
う

上
土
橋
・
郡
・
飯
牟
礼
棒
踊
り

▲元気に棒踊りを奉納する中・高生（郡地区）

▲練習の成果を披露する小・中学生（上土橋地区）▲力強く踊りを披露する踊り手（飯牟礼地区）
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60

西
にしむら

村　浩
こう

二
じ

さん〔４７歳〕
伊集院町妙円寺（妙円寺９区自治会）

●ＮＰＯ法人江口浜ビーチサービス理事長
●(有)アクティブスポーツ･ガンコ役員

江
口
浜
を
日
本
一
き
れ
い
で
安
全
な
自
然
な
ま
ま
の
海
に
し
た
い

　
「
何
か
地
元
の
た
め
に
役
に
立
て
な
い
か
と
思
い
、
海
岸
の
ゴ
ミ
を
拾
い
始
め
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
し
た
」
と
話
す
熊
本
県
出
身
の
西
村
さ
ん
は
、
福
岡
県
の
大
学
卒
業
後
、

二
十
五
歳
の
と
き
に
江
口
浜
で
サ
ー
フ
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー
プ
ン
。こ
こ
を
訪
れ
る
人
た
ち
に
、

海
や
海
岸
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
平
成
十
五
年
に
特
定

非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
江
口
浜
ビ
ー
チ
サ
ー
ビ
ス
を
設
立
し
、
美
し
い
江
口
浜

海
岸
の
環
境
を
保
全
す
る
た
め
の
活
動
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
当
初
は
、
一
人
か
ら
始
ま
っ
た
活
動
も
次
第
に
仲
間
が
増
え
ま
し
た
」
と
、
満
足
そ
う

に
話
し
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　

ま
た
「
海
は
、
安
全
で
楽
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
「
は
だ
し
で
歩
け

る
ビ
ー
チ
」
を
テ
ー
マ
に
、
毎
年
「
は
だ
し
の
コ
ン
サ
ー
ト
ＩＮ
江
口
浜
」
を
開
催
。
こ
の
コ

ン
サ
ー
ト
は
、
参
加
者
全
員
で
海
岸
清
掃
を
行
い
、
そ
の
拾
っ
た
ゴ
ミ
が
ビ
ー
チ
ラ
イ
ブ
の

チ
ケ
ッ
ト
と
な
る
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

も
と
も
と
企
画
立
案
や
実
践
す
る
こ
と
が
好
き
で
「
江
口
ロ
ン
グ
ボ
ー
ド
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

や
「
海
童
・
鹿
児
島
チ
ャ
レ
ン
ジ
」（
ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
）
も
企
画
。「
大
変
だ
け

ど
楽
し
い
。
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
見
せ
る
参
加
者
の
笑
顔
や
、
メ
ン
バ
ー
の
支
え
が
、
活

動
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
」
と
話
し
、
苦
労
は
感
じ
さ
せ
ま
せ
ん
。

　
「
毎
月
第
三
日
曜
日
は
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
の
日
と
し
て
サ
ー
フ
ァ
ー
仲
間
が
海
岸
の
清

掃
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
地
域
全
体
に
浸
透
し
て
い
け
ば
」
ま
た
「
次
世
代
の
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
も
、
日
本
一
き
れ
い
で
安
全
な
、
漁
業
と
も
共
存
で
き
る
自
然
な
ま
ま
の

海
と
し
て
残
し
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
の
中
か
ら
意
欲
が
の
ぞ
き
ま
す
。

宮﨑　美
み り あ

莉亜ちゃん　（５カ月）

父　亮さん　母　美穂さん
（伊集院町下谷口）

■おかあさんから

　わが家のスーパーアイドル美莉亜ちゃ
ん。笑顔のステキな優しい女の子に育っ
てね。

緒方　こころちゃん（６才）　
　　　ななみちゃん（５カ月）

父　大輔さん　母　義枝さん
（伊集院町猪鹿倉）

■おかあさんから

　二人とも元気に生まれて来てくれてあ
りがとう。二人の夢が、かないますように。
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　島津本家 １５ 代当主貴久（１５１４ ～ １５７１）は、父の忠良とと
もに、弱体化した島津本家の勢力回復に努め、戦国島津氏に
よる三州（薩摩・大隅・日向）統一の基礎をつくりました。
　貴久は、大永６（１５２６）年に １３ 歳で島津本家に養子とし
て迎えられ、１５ 代当主となりましたが、それに反対したの
が同じ島津一族の島津実久でした。実久は島津一族の中でも
最大の実力者でした。実久の攻撃に、貴久は清水城（現鹿児
島市）から逃げだすしかありませんでした。その後、貴久は
現在の日置市や鹿児島市、南さつま市などで実久やその味方
と １２ 年にわたって戦い続けました。
　貴久は、当初は劣勢でしたが、戦いに勝ち続け次第に領地
を広げて行きました。それに伴い本拠地を伊作城（現在の吹
上地域）から伊集院の一宇治城跡に移しました。貴久は一
宇治城を拠点に、実久に勝利し、遠く国分方面まで平定し、
薩摩半島最大の勢力となりました。貴久は内城（現鹿児島
市）に入城し（１５５０）、名実ともに島津本家当主となりまし
た。三州統一の戦いは、一宇治城
で育った貴久の息子の義久・義弘・
歳久・家久らが受け継ぐことにな
ります。

『絵手紙』

　
ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
屋
根
板
金

の
仕
事
に
つ
く
こ
と
で
す
。

　
こ
の
仕
事
に
尽
き
た
い
理
由

は
、
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
が
屋
根
板

金
で
働
い
て
い
て
、
カ
ッ
コ
イ
イ

な
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
ぼ

く
も
屋
根
に
上
っ
て
仕
事
を
し
た

い
な
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
理
由
は
ま
だ
あ
り
ま

す
。
た
な
な
ど
が
こ
わ
れ
た
ら
道

具
さ
え
あ
れ
ば
直
す
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
す
。
ほ
か
に
も
、
ぼ
く

の
入
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
バ
ッ
ト
ケ
ー
ス
を
修
理
し
て
く

れ
た
り
、
鉄
板
で
折
り
鶴
を
作
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
ん
な
お
父

さ
ん
を
見
て
、
ぼ
く
も
お
父
さ
ん

の
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

　
ぼ
く
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
体
を

き
た
え
て
、
体
育
館
や
江
口
ほ
う

来
館
な
ど
の
大
き
な
建
物
を
造
れ

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し

て
お
父
さ
ん
の
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
。

　
ぼ
く
は
こ
の
夢
を
目
標
に
し
て

学
校
な
ど
の
勉
強
を
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

湯
田
小
学
校
　
六
年
　
中な

か

間ま

　
祐ゆ

来ら
い

く
ん

大
おおぞの

園　泰
やす　お

男さん（７６歳） 吹上町与倉

　「毎月１回の教室は約２時間、みんな一
生懸命、緊張感の中で取り組んでいます」
と話す大園さんは、絵手紙教室に入って３
年目。「だれでも手軽に取り組めるのが『絵
手紙』の魅力。絵や字の上手下手にかかわ
らず、素朴で温かな手紙を作ることができ
ます」と笑顔を見せます。「絵手紙は、な
んといっても手紙ですから小さな感動を絵手紙にして、相手に
伝えられるのも楽しいですね」。また「自分が感じたことを感
じたままに自由に書いて、世界に一つだけの作品ができるとこ
ろも楽しみの一つ」とも。「これからも、仲間とともに作品を
作りながら、将来的には自主講座を開きたいですね」と意気込
みます。

59

島津貴
たかひさ

久と一
い ち う じ

宇治城跡（戦国島津氏③）

一宇治城跡（現城山公園）

伊集院駅ＪＲ鹿児島本線

３７

３７

２４

２４

合同庁舎●

●伊集院小

南九州西回り自動車道

至国道３号線

●日　置
　市役所

至
美
山

トンネル

至妙円寺団地

車で、本庁から５分
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湯田地区公民館
（東市来地域）

　
東
市
来
地
域
の
北
西
部
に
位
置

す
る
湯
田
地
区
は
、八
自
治
会
（
上

野
東
、
上
野
西
、
向
湯
田
、
駅
前
、

中
央
、
元
湯
、
田
之
湯
、
堀
内
）

で
構
成
さ
れ
、
平
成
二
十
二
年
五

月
一
日
現
在
で
千
九
百
九
十
三
世

帯
四
千
四
百
七
十
八
人
が
暮
ら
し

て
い
ま
す
。

　
周
辺
部
を
田
園
地
帯
や
樹
園
地

な
ど
自
然
の
織
り
成
す
緑
に
包
ま

れ
、
中
心
部
は
泉
質
の
優
れ
た
豊

か
な
温
泉
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
進
行
中
の
湯
之
元
地

区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
、

街
並
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。

湯ゆ

だ田
地
区
公
民
館
（
東
市
来
地
域
）

湯
の
町
に
　
薫
る
文
化
と
　
ふ
れ
あ
い
の
和▲大盛り上がりのミニバレーボール大会

▲左から重信和夫さん、山口一紀館長、三原順子さん

▲完歩賞が楽しみなウォーキング大会

▲終日大勢の人でにぎわった初めての文化祭

大
会
と
神
社
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
を
計
画
し
ま
し
た
。
ミ
ニ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
十
月
の
平
日
、

四
日
間
に
分
け
て
の
開
催
に
も
か
か

わ
ら
ず
九
チ
ー
ム
（
七
十
六
人
）
の
参

加
が
あ
り
、大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

神
社
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

は
十
二
月
に
開
催
し
、
す
べ
て
の
神

社
で
ス
タ
ン
プ
を
も
ら
っ
た
方
に

は
、
完
歩
賞
（
湯
之
元
温
泉
と
田
之

湯
温
泉
の
入
浴
券
）
を
差
し
上
げ
ま

し
た
。こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
は
、

平
成
二
十
年
四
月
に
湯
田
地
区
公

民
館
を
設
立
。
活
動
は
、
運
営

委
員
会
や
各
専
門
部
（
総
務
部
、
体

育
部
、
青
少
年
育
成
部
、
女
性
部
、

文
化
教
養
部
、
産
業
部
）
を
中
心
に

話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
進
め
て
い

ま
す
。

昨
年
の
六
月
に
は
、
健
康
増
進
を

目
的
と
し
て
、
地
区
の
健
康
づ

く
り
推
進
協
議
会
を
開
催
。
新
た
な

試
み
と
し
て
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

今
後
も
大
勢
の
人
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
コ
ー
ス
に
変
化
を
付

け
な
が
ら
続
け
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

十
一
月
に
は
、
地
区
の
活
性
化
を

目
指
し
て
、
湯
田
地
区
文
化
祭

を
初
め
て
開
催
。絵
手
紙
や
水
墨
画
、

押
し
花
な
ど
の
作
品
展
示
や
農
産
物

直
売
、
芸
能
発
表
で
終
日
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
会
場
の
都
合
で
作
品
展

示
が
当
日
し
か
行
え
な
か
っ
た
こ
と

が
課
題
と
し
て
上
が
り
ま
し
た
。
今

後
は
、
展
示
期
間
の
延
長
や
中
身
の

充
実
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
教
育
学
級
と
し
て
、

成
人
学
級
、寿
学
級（
高
齢
者
）、

市の人口（住民基本台帳）
総人口　　５１，８１９人 （３９７）
　男　　　２４，２７６人 （２５１）
　女　　　２７，５４３人 （１４６）
世帯数　　２２，５７４　 （２８５）
5月１日現在（　）は前月比

東市来地域　１２，７４４人
伊集院地域　２４，５１１人
日吉地域　　  ５，４８１人
吹上地域　　  ９，０８３人

　 　
市の面積　２５３．０６㎢

「伝統の棒踊り地域の豊穣を願う」
　「サーサーサー」と威勢の良い掛け声
とともに始まり、棒を振り上げたり、打
ち下ろしたり、打ち合ったりして踊る伝
統の棒踊り。踊り手たちは練習を重ね、
熊野神社に元気いっぱい踊りを奉納しま
した。
（「飯牟礼地区棒踊り」Ｐ１７関連記事）
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女
性
学
級
を
開
講
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学

級
で
学
習
内
容
を
考
え
て
充
実
し
た

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公
民
館
運
営
の
悩
み
は
、
住
民
参

加
。
本
館
は
、
東
市
来
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

場
所
が
浸
透
し
て
お
ら
ず
地
区
公
民

館
制
度
に
対
す
る
意
識
が
薄
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
問
題
に
取
り
組
む
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
話
し
合
い
活
動
を

続
け
、
地
区
住
民
の
ふ
れ
あ
い
と
健

康
づ
く
り
の
推
進
を
図
り
な
が
ら
、

住
民
が
参
加
し
や
す
い
活
動
を
心
掛

け
て
い
き
た
い
で
す
。


